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株式会社湘南なぎさパーク 

令和８年度事業概要報告書 

１ 設立及びその目的 

(1) 設 立 年 月 日   平成２年４月17日 

(2) 設 立 の 目 的   県立湘南海岸公園内に分散している駐車場を立体駐車場に集約、整備し、 

その管理・運営を行うことを目的として設立  

２ 所 在 地 

藤沢市鵠沼橘１丁目２番７号 

３ 資 本 金 

(1) 設 立 当 時 ７億3,000万円 

神奈川県 ３億1,000万円 

出 資 者    藤 沢 市  １億5,000万円 

民 間  ２億7,000万円 

(2) 令和８年３月末日現在  ７億3,000万円 

神奈川県   ３億1,000万円 

出 資 者    藤 沢 市  １億5,000万円 

民 間  ２億7,000万円 

４ 令和８年度事業計画及び予算等に関する書類 

  別添資料のとおり 

５ 令和７年度事業報告及び財務諸表 

 別添資料のとおり 

６ 役 員  （令和８年９月１日現在） 

 代表取締役社長  田 代 文 彦 

取 締 役 川 﨑 隆 之    沓 澤 孝 一    手 塚  順 

 堀  一 久 甘 糟 静 子  髙 木 英 典 

監 査 役  井 村 浩 章 門 脇  努 横 山 佳 右 
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第 37 期（令和８年度）事業計画に関する件 

第 37 期（令和８年度）事業計画を次のとおり定める。 

１ 駐車場経営事業 

県立湘南海岸公園内等の駐車場及びテニスコートに関し、次の事業を行う。 

⑴ 駐車場経営事業

ｱ 西部駐車場

(ｱ) 収容台数（普通車のみ）４月下旬～10 月  380～435 台

上記以外の期間 325 台 

(ｲ) 利用見込台数 114,000 台

(ｳ) 営業期間 ４月１日～３月 31 日

ｲ 中部（バス）駐車場

(ｱ) 収容台数  普通車換算   490 台 

（バス等最大 36 台まで可） 

(ｲ) 利用見込台数 普通車 115,000 台

バス等 2,500 台 

(ｳ) 営業期間 ４月１日～３月 31 日

ｳ 江の島なぎさ駐車場

(ｱ) 収容台数（普通車のみ） 327 台

(ｲ) 利用見込台数  290,000 台

(ｳ) 営業期間 ４月１日～３月 31 日

⑵ テニスコート営業事業

西部駐車場において、テニスコート及びテニススクールを営業する。

ｱ コート営業可能日  通年 ４月下旬から 10 月 コート４～６面 

上記以外の期間   コート８面 

ｲ コート使用見込件数  2,100 件

ｳ スクール受講見込者数  620 人

⑶ その他利用者サービス事業

パーク＆フリーサイクル事業

 駐車場の利用者サービス等のためレンタサイクルを実施する。なお、令和８年７月１

日から新たに湘南海岸公園内にシェアサイクルステーションを設置することに伴い、本
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事業は令和８年６月 30 日をもって廃止する。 

２ 鵠沼海浜公園施設経営事業（スケートパーク） 

⑴ 事業概要

藤沢市鵠沼海浜公園 Park‐PFI 事業における特定公園施設スケートパークの統括責任者

として、整備・管理運営業務を行う。 

⑵ 営業概要

ｱ 休園日

(ｱ) 定期休園日：毎月第一、第三月曜日、12 月 31 日～１月１日

※ 第一、第三月曜日が祝日だった場合、翌日を休園日とする。

(ｲ) 臨時休園日：施設点検等施設管理のために休園することが必要な日

ｲ 開園時間

※ 入場者が概ね 200 名を超えた時点で入場規制を行う場合がある。

ｳ 入場料（税込み）

一般（高校生以上） 小・中学生 未就学児 

１回券 400 円 100 円 
無 料 

回数券（６回分） 2,000 円 500 円 

※ 未就学児のみでの入場不可、保護者など同伴者の付き添い必須（要入場料）

ｴ 対象種目 スケートボード、BMX、インラインスケート

ｵ 施設の貸切り利用

スケートボードや BMX などの競技会やスケートパークの趣旨に沿ったイベント等の開

催のため、スケートパーク内の一部施設又は施設全体の貸切りを可能とする。  

平 日 
土・日・祝祭日及び市立小中学校の長期休み期

間は入替制による２部営業 

４月・９月 10：00～18：00 ① 10：00～13：30  / ② 14：30～18：00

５月～８月 10：00～18：30 ① 10：00～13：45  / ② 14：45～18：30

10 月・３月 10：00～17：30 ① 10：00～13：15  / ② 14：15～17：30

11 月～２月 10：00～17：00 ① 10：00～13：00  / ② 14：00～17：00
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・貸切り利用料（１時間当たり / 税抜き）

※１ 営利（商業）目的の場合は、上記の倍額

※２ 中学生以下の競技会で地元団体、公共団体が主催する場合は、上記の半額

※３  非営利目的の利用において、神奈川県及び藤沢市並びに公益法人等で特定公園施設

（スケートパーク）統括・管理運営統括を行う者が特に認めた団体が主催又は共催す

るもののうち、専らスケートパーク施設の広報及び競技の普及啓発に資する催し又は

活動と認められる場合は、占用利用料並びに撮影料を免除する。ただし、その企画及

び運営の大半が外部発注によるものについてはこの限りでない。  

ｶ 撮影

施設を利用した撮影（競技会等の記録・配信、広告宣伝、作品制作など）については、

スポーツ振興やスケートパークの PR、シティプロモーションにもつながることから可

能とする。（家族や友人同士など個人利用を目的としたスマートフォン・携帯電話での撮

影については、無料） 

・撮影料（半日 / 税抜き）

⑶ 令和８年度 大会・イベントスケジュール（令和８年３月 23 日現在）

月日 大会・イベント名 (主催) 主な内容 

７月 19 日(日) 

・20 日(月・祝)

2026 MURASAKI SHONAN OPEN 

(湘南オープン実行委員会) 

ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ･BMX・ｻｰﾌｨﾝを軸に飲食やﾗｲ

ﾌﾞなども展開する総合ｲﾍﾞﾝﾄ

10 月 18 日(日) 

又は 24 日(土) 

湘南アーバンスポーツフェスティ

バル(２市１町) 

ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ･BMX の地元選手と子供たち

の交流会、トークセッション等 

11 月 21 日(土) 

・22 日(日)

AJSA2026 全日本パークスタイル

選手権・最速王 2026 

(AJSA/マサケン) 

AJSA として初のパークスタイルサーキ

ットの最終戦・当パーク施工会社の企

画によるタイムトライアルレース 

施設（エリア・セクション） 非営利目的利用料金 

ランプ（１台当たり） 3,000 円 

ビギナーエリア（一部使用） 3,000 円 

ミニボウル 5,000 円 

スネークゾーン 5,000 円 

サーフスケートゾーン 5,000 円 

ストリートエリア 10,000 円 

BMX エリア 10,000 円 

コンビプール 10,000 円 

スケートパークエリア全体 50,000 円 

静止画 10,000 円 

動画 20,000 円 
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12 月５日(土) KANAGAWA JAM2026 

(神奈川県) 

ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞの普及啓発を目的とした親子

参加型のｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ体験会、ﾃﾞﾓ走行、ﾙ

ｰﾙﾏﾅｰの普及啓発他 

３月未定 第３回湘南なぎさムラサキカップ 

(ムラサキスポーツ/湘南なぎさパ

ーク) 

年に１度のユーザーズカップ。１年の

練習の成果を発表する場 

３ 片瀬海岸地下駐車場管理・営業事業 

指定管理者として、駐車場の一般管理に関する業務、利用状況調査、利用促進等に関する事

務、料金徴収に関する業務並びに施設の保全、維持修繕及び清掃業務等を行う。 

⑴ 構造 鉄筋コンクリート造 地上１階 地下２階

⑵ 収容台数（普通車のみ） 200 台

⑶ 利用見込台数    121,000 台 

⑷ 休場日 原則なし。ただし、館内総点検日を除く。

⑸ 指定の期間 令和６年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで

４ 湘南海岸公園管理・営業事業 

指定管理者として、公園及び管理施設の維持管理業務並びに公園内管理許可施設である駐

車場に係る事業を行う。 

⑴ 維持管理面積  13.3 ha

⑵ 管理施設

ｱ サーフビレッジ 鉄筋コンクリート造 ２階建 1,320 ㎡

(ｱ) 多目的ホール（136 ㎡）

(ｲ) 展 示 ホ ー ル（69.58 ㎡）

(ｳ) 閉館日 第１及び第３月曜日（ただし、この日が国民の祝日に関する法律に規定する

休日に当たる場合は直後の平日）並びに 12 月 29 日から１月３日まで 

ｲ ログハウス（業務員詰所） 木造平屋造 59.6 ㎡

⑶ 管理許可施設

ｱ 緑陰広場駐車場

ｲ 収容台数（普通車のみ） 58 台

ｳ 利用見込台数  20,000 台

ｴ 営業期間 ４月１日～３月 31 日 (12 月 29 日から１月３日を除く)
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ｵ 営業時間

営業期間 営業時間 

７月から８月までの全日 ６時から 18 時 30 分まで 

上記以外の月の全日 ６時から 17 時 30 分まで 

(4) イベントの実施

主催イベントの「鵠沼ハワイアンフェスティバル」や「湘南海岸公園まつり」に加え、地

域の国際環境ＮＧＯと共催で「カーニバル湘南」を開催するなど、大型イベントの実施によ

り、公園の賑わいづくりや地域との連携を図る。 

(5) サービスの向上

利用者の利便性・回遊性の向上を図るとともに、江の島から鵠沼海浜公園までの地域

の活性化を目的に、江ノ島電鉄株式会社と協働して、公園内の４ヶ所にシェアサイクル

ステーションを新たに設置する。

(6) 指定の期間 令和４年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで

※神奈川県知事より、令和８年１月 13 日付けで指定期間を「令和４年４月１日から令和９年

３月 31 日まで」から「令和４年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで」に変更する旨の

通知があった。
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  (単位：千円)

金    額 率 ( ％ )
(A  -  B) （A  /  B)

営 業 収 益

駐 車 場 収 入 631,118 634,051 ▲ 2,933 100

指 定 管 理 料 62,777 62,777 0 100

施 設 利 用 料 収 入 12,743 12,118 625 105

自 販 機 手 数 料 13,317 13,659 ▲ 342 97

テ ニ ス 収 入 6,908 7,181 ▲ 273 96

入 場 料 収 入 8,000 7,235 765 111

委 託 料 収 入 17,000 17,000 0 100

販 売 手 数 料 収 入 681 750 ▲ 69 91

そ の 他 収 入 1,051 1,433 ▲ 382 73

計 753,595 756,204 ▲ 2,609 100

営 業 費 用

仕 入 費 112 147 ▲ 35 76

人 件 費 209,775 203,601 6,174 103

事業費(専用権償却) 39,699 38,130 1,569 104

そ の 他 費 用 422,876 420,333 2,543 101

賃 　借　  料 79,868 88,848 ▲ 8,980 90

修　  繕 　費 12,522 14,275 ▲ 1,753 88

減 価 償 却 費 34,428 32,010 2,418 108

業 務 委 託 料 123,269 111,333 11,936 111

水 道 光 熱 費 32,669 30,840 1,829 106

納　  付 　金 72,107 72,723 ▲ 616 99

そ 　の　  他 68,013 70,304 ▲ 2,291 97

計 672,462 662,211 10,251 102

営 業 損 益 81,133 93,993 ▲ 12,860 86

営 業 外 収 益 2,429 1,530 899 159

営 業 外 費 用 5,991 6,435 ▲ 444 93

経 常 損 益 77,571 89,088 ▲ 11,517 87

特 別 利 益 - - - -

特 別 損 失 - - - -

当 期 税 引 前 損 益 77,571 89,088 ▲ 11,517 87

損益予算書

第37期（令和８年度）予算に関する件

増　　　減　　　Ｃ第37期
(令和8年度)

A

第36期
(令和7年度)

Ｂ
区　　 　分

 第37期（令和8年度）損益予算を次のとおり定める。
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(単位：千円)

金    額 率(%)
(A  -  B) （A  /  B)

駐 車 場 収 入 631,118 634,051 ▲ 2,933 100

指 定 管 理 料 62,777 62,777 0 100

施 設 利 用 料 収 入 12,743 12,118 625 105

自 販 機 手 数 料 13,317 13,659 ▲ 342 97

テ ニ ス 収 入 6,908 7,181 ▲ 273 96

入 場 料 収 入 8,000 7,235 765 111

委 託 料 収 入 17,000 17,000 0 100

販 売 手 数 料 収 入 681 750 ▲ 69 91

そ の 他 収 入 1,051 1,433 ▲ 382 73

計 753,595 756,204 ▲ 2,609 100

仕 入 費 112 147 ▲ 35 76

人 件 費 199,182 199,167 15 100

そ の 他 費 用 410,237 411,190 ▲ 953 100

賃 　　借　　 料 79,868 88,848 ▲ 8,980 90

修　　 繕 　　費 12,522 14,275 ▲ 1,753 88

設 備 投 資 費 26,789 22,867 3,922 117

業 務 委 託 料 123,269 111,333 11,936 111

水 道 光 熱 費 32,669 30,840 1,829 106

納 　　付　　 金 72,107 72,723 ▲ 616 99

そ 　　の　　 他 63,013 70,304 ▲ 7,291 90

計 609,531 610,504 ▲ 973 100

144,064 145,701 ▲ 1,636 99

受 取 利 息 1,125 730 395 154

有 価 証 券 利 息 904 0 904 -

雑 収 入 400 800 ▲ 400 50

計 2,429 1,530 899 159

借 入 金 返 済 50,000 50,000 0 100

税 金 62,446 63,845 ▲ 1,399 98

支 払 利 息 5,990 6,435 ▲ 445 93

計 118,436 120,280 ▲ 1,844 99

▲ 116,007 ▲ 118,750 2,743 98

28,057 26,951 1,106 104

営
業
収
支

収
入

支
出

過 不 足 額

そ
の
他
の
収
支

収
入

支
出

過 不 足 額

　第37期（令和８年度）資金予算書

区　 　分
第37期

(令和8年度)
A

第36期
(令和7年度)

B

増　 　減　 　Ｃ

当 期 過 不 足 額
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報告事項 

第 36 期（令和７年度）事業報告、計算書類 

資 料
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事 業 報 告 

令和７年４月１日から 

令和８年３月 31 日まで 

１ 株式会社の現況に関する事項 

⑴ 事業の経過及びその成果

当期は、夏の猛暑等があったものの、年間を通してみれば概ね穏やかな天候で、業

績も安定的に推移した年となりました。 

以下、各事業別にご報告いたします。 

まず、当社の主要事業である駐車場経営事業については、江の島島内は江の島かも

め駐車場の営業終了に伴い大幅減となりましたが、主力の江の島なぎさ駐車場が前期

実績を維持し、また、片瀬・鵠沼海岸地区の普通車はやや減収となった一方で、大型

バスは前期並みとなりました。その結果、収入全体は前期と比べ 14％の減となりまし

たが、江の島かもめ駐車場分を除きますと３％の減と、ほぼ同水準を確保いたしまし

た。 

次に、鵠沼海浜公園（スケートパーク）についてです。 

リニューアル２年目となり、入場者数は開業効果の反動等もありやや減少しました

が、初年度は抑えていた大会・イベント等を積極的に誘致した結果、施設利用料収入

が大幅増となりました。その結果、収入全体は前期と比べ 20％の増となりました。 

次に、片瀬海岸地下駐車場、湘南海岸公園の指定管理事業及び指定管理施設附帯・

自主営業事業についてです。 

片瀬海岸地下駐車場については、第５期指定管理の２年目となりましたが、収入全

体は、前期と比べ金額で 2,528 千円の増となりました。 

湘南海岸公園については、第４期指定管理の４年目を迎え、収入全体は、前期と比

べ金額で 1,551 千円の増となりました。 

これら事業の当期の売上高は、駐車場経営事業収入が 507,713 千円、鵠沼海浜公園

事業収入が 27,869 千円、片瀬海岸地下駐車場等２施設の指定管理事業収入の合計が

204,627 千円、指定管理施設における附帯・自主営業事業収入が 35,012 千円となりま

した。事業収入の合計は 775,223 千円で、かもめ駐車場の営業終了に伴い、前期と比

べ金額で 78,484 千円の減、率にして９％の減となりました。 

一方、営業費用については、前期に比べ人件費 9,455 千円(５％)の増などがありま

したが、効果的・効率的な事業の執行に努め、合計では 30,162 千円（５％）の減と

なりました。 

以上の結果、営業利益は 151,337 千円、経常利益は 148,289 千円、税引前当期純利

益は 148,147 千円、法人税等を控除した当期純利益は 102,768 千円となりました。 

今後とも社会情勢を注視し、引き続きお客様への一層のサービス向上や営業収益力

の強化などに努め、会社の安定経営と地域振興への貢献に取り組んでまいる所存でご

ざいます。 
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（単位：千円） 

事 業 区 分 売 上 高 

駐車場経営事業 507,713 

鵠沼海浜公園事業 27,869 

指定管理事業 

片瀬海岸地下駐車場 140,298 

湘南海岸公園（指定管理料）  64,328 

計 204,627 

指定管理施設附帯・自主営業事業 35,012 

合 計 775,223 

（注）千円未満の端数を切り捨て処理にしているため、合計値とは符合しません。以下各表とも同様です。 

⑵ 設備投資等の状況

実施計画に基づき、西部駐車場及び中部駐車場の大規模修繕工事を実施しました。（当

期実施総額 33,450 千円）。その際、「統一感/地域にあった色彩感/シンプルでわかりやす

い」を念頭に、案内サインを整備しました。 

スケートパークの整備を実施しました。（当期実施総額 4,770 千円）

⑶ 資金調達の状況

当期において、資金調達は実施しておりません。

⑷ 対処すべき課題

鵠沼海浜公園については、国内屈指のロケーションを活かし、大会・イベント等を

誘致し、引き続き、利用者や地域の方々の期待に応える管理運営に努めてまいります。 

湘南海岸公園については、指定期間が２年間延長されたことを受け、だれもが快適

で安全・安心に利用できる公園管理に引き続き取り組むとともに、「湘南海岸公園ま

つり」や「カーニバル湘南」等の大型イベントの開催、鵠沼海浜公園との連携等、公

園のにぎわいや地域の活性化に努めてまいります。 

今後も安定した会社運営を確保していくため、社是であります「親切」「安全」「清

潔」の理念のもと、駐車場等の経営並びに都市公園の管理・運営に精励し、経営基盤

をより一層強化させることにより、株主に対し安定的な利益配分ができるよう万全を

尽くしてまいります。 

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援ご鞭撻を賜りますようお願

いいたします。 
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⑸ 財産及び損益の状況の推移

（単位：千円） 

区 分 
令和４年度 

第３３期 

令和５年度 

第３４期 

令和６年度 

第３５期 

令和７年度 

第３６期 

売 上 高 1,040,728 830,745 853,707 775,223 

当期純損益 149,502 125,048 136,345 102,768 

１株あたり 

当期純利益 

（単位：円） 

10,239.92 8,564.98 9,338.72 7,038.95 

総 資 産 3,762,855 3,759,338 3,594,619 3,671,016 

純 資 産 2,471,949 2,589,698 2,718,706 2,811,166 

⑹ 主要な事業内容

事 業 区 分 内 容 

駐車場経営事業 
西部、中部、中部バス、江の島なぎさ駐車場

の営業 

鵠沼海浜公園事業 スケートパークの整備、運営の統括

指定管理事業 

片瀬海岸地下駐車場 駐車場の管理運営 

湘南海岸公園 公園の管理運営 

指定管理施設附帯・自主営業事業 

緑陰広場駐車場の営業、シャワー、ロッカー、

カフェ等の有料施設の営業、自動販売機によ

る飲料・食品の販売など 

⑺ 主要な事業所

名   称 所 在 地 

湘南海岸公園西部駐車場 神奈川県藤沢市鵠沼海岸１丁目 17番 24号 

湘南海岸公園中部駐車場 神奈川県藤沢市片瀬海岸３丁目 25番 26号 

湘南海岸公園中部バス駐車場 神奈川県藤沢市片瀬海岸３丁目 25番 26号 

江の島なぎさ駐車場 神奈川県藤沢市江の島１丁目２番 1号 

鵠沼海浜公園スケートパーク 神奈川県藤沢市鵠沼海岸４丁目４番１号 

片瀬海岸地下駐車場 神奈川県藤沢市片瀬海岸２丁目 19番 

湘南海岸公園サーフビレッジ 神奈川県藤沢市鵠沼海岸１丁目 17番３号 

-15-



⑻ 従業員の状況

従 業 員 数 前期末比増減数 

２３ 名 △１名

（注） 従業員数のうち 16 名は、嘱託社員であります。 

⑼ 借入先の状況

（単位：千円） 

借入先 借入目的 借入残額 

横浜銀行 江の島なぎさ駐車場土地購入資金として 700,000 

２ 株式会社の株式に関する事項 

⑴ 発行済株式の総数 １４，６００ 株

⑵ 株主数 １５

⑶ 大株主（発行済株式数の 10％以上の株式を有する大株主）

株 主 名 持 株 数 

神奈川県 ６，２００ 株 

藤沢市 ３，０００ 株 

小田急電鉄株式会社 ２，６００ 株 

３ 株式会社の会社役員に関する事項 

⑴ 取締役及び監査役の氏名等 （令和８年３月 31 日現在） 

氏 名 地位及び担当 重要な兼職の状況 

田代 文彦 代表取締役社長 

川﨑 隆之 取締役 藤沢市 副市長 

沓澤 孝一 取締役 小田急電鉄株式会社 取締役常務執行役員 

露木 健勝 取締役 江ノ島電鉄株式会社 常務取締役 

堀  一久 取締役 株式会社江ノ島ﾏﾘﾝｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 代表取締役社長 

甘糟 静子 取締役 大安興業株式会社 専務取締役 

髙木 英典 取締役 当社 総務部長 

井村 浩章 常勤監査役 

横山 佳右 監査役 株式会社横浜銀行 藤沢中央支店 支店長 

門脇 努 監査役 公益財団法人かながわ海岸美化財団 代表理事 

（注）１ 取締役 川﨑 隆之氏、沓澤 孝一氏、露木 健勝氏、堀 一久氏及び甘糟 静子氏

は、社外取締役であります。 

２ 監査役 横山 佳右氏及び門脇 努氏は、社外監査役であります。 
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⑵ 取締役及び監査役の報酬等の額

取締役（社内）  ２名 ８，５８８ 千円 

監査役（社内）  １名 １，６９２ 千円 

４ 株式会社の会計監査人の状況 

会計監査人の名称  普賢監査法人 

５ 株式会社の執行体制及び方針 

⑴ 取締役・使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

ア コンプライアンス体制確立のため、社長が中心となり、取締役・使用人に指導研修を

行う他、部を所管する部長をコンプライアンス推進担当者に指名し、事業の適正な執行

を確保する。 

イ 職務権限規程、組織、職務分掌規程及び接客マニュアル等を整備し、研修等を通じそ

の遵守について指導する。 

⑵ 損失の危険の管理に関する規定その他の体制

すでに「災害時対策要綱（内規）」を策定しているが、県及び市が提示する災害行動指

針を注視し、必要に応じて同要綱の見直しに取り組み、災害時における施設利用者の安全

確保と適切な施設管理を図る。また、各事業施設別に作成した有事における行動マニュア

ルも同様に見直すこととし、会社全体で危機管理に当たる。

更に、金融情勢等についても迅速かつ適確に把握し、リスク軽減に努める。

⑶ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

全取締役が出席する取締役会を必要の都度随時開催し、重要事項に関する意思決定を

機動的に行う。その際、必要に応じ監督官庁の出席も仰ぎ、意見を拝聴する。 

⑷ 取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務執行に係る情報は、規則に則り作成し、文書取扱主任者を指名し、十分

な注意をもって保存・管理に務める。 

⑸ 監査役の職務を補助すべき使用人

必要に応じて、監査役の業務補助のため、監査役スタッフを総務課に置くこととする。 

⑹ 監査役への報告体制及びその他監査役の監査が実効的に行われることを確保するため

の体制 

ア 常勤監査役は、取締役会のほか、重要な意思決定会議に出席し、必要に応じて意見を

述べる。 

また、神奈川県監査委員監査にも立ち会う。 

なお、当社の会計監査人である普賢監査法人から会計監査内容について説明を受け、
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必要に応じて経営者に意見を述べる。 

イ 全ての取締役・使用人は、会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事項を発見したとき

は、直ちに監査役に報告する。 

ウ 内部通報制度及びハラスメント防止についての要綱を整備し、その窓口を常勤監査役

としている。 

エ 社内監査制度の要綱に基づき、定期的に社内の監査を実施し、その結果を社長、常勤

監査役及び幹部社員に報告する。 
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（単位：千円）

科  目 金 額 科  目 金 額

流　動　資　産 1,059,289 流　動　負　債 168,949

現 金 及 び 預 金 840,950 50,000

売 掛 金 15,997 未 払 金 59,416

有 価 証 券 199,030 未 払 費 用 7,270

商 品 56 未 払 法 人 税 等 30,663

前 払 費 用 1,459 未 払 消 費 税 11,128

未 収 収 益 296 前 受 金 1,269

立 替 金 854 預 り 金 350

預 け 金 945 賞 与 引 当 金 8,850

貸 倒 引 当 金 △ 301

固　定　資　産 2,611,726 固　定　負　債 690,900

有形固定資産 2,155,108 長 期 借 入 金 650,000

退 職 給 付 引 当 金 32,256

建 物 171,694 長期資産除去債務 8,644

構 築 物 20,217

機 械 装 置 2,056

車 両 運 搬 具 922

器 具 備 品 15,229

土 地 1,944,987

2,811,292

無形固定資産 392,488

資　　本　　金 730,000

施 設 専 用 利 用 権 389,149 利 益 剰 余 金 2,081,292

電 話 加 入 権 581 利 益 準 備 金 15,908

ソ フ ト ウ ェ ア 2,757 そ の 他 利 益 剰 余 金 2,065,383

　　大規模補修工事積立金 114,692

投資その他の資産 64,130 繰越利益剰余金 1,950,691

繰 延 税 金 資 産 21,253 △ 125

保 証 金 2,877 △ 125

長 期 性 預 金 40,000

3,671,016 3,671,016

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

資 産 合 計 負債及び純資産合計

株　主　資　本

純 資 産 合 計 2,811,166

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

貸　借　対　照　表

（令和８年３月３１日現在）

資 産 の 部 負 債 の 部

純 資 産 の 部

負 債 合 計 859,849

1 年 以 内 返 済
予 定 長 期 借 入 金
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（単位：千円）

775,223

536,919

238,303

86,966

151,337

1,295

1,035

800

257 3,388

6,435

1 6,436

148,289

141 141

148,147

47,013

△ 1,634

102,768

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

当 期 純 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

固 定 資 産 処 分 損

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

経 常 利 益

特 別 損 失

受 取 利 息

そ の 他

助 成 金 収 入

有 価 証 券 利 息

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

損　益　計　算　書

令和７年４月　１日から

令和８年３月３１日まで

科 目 金 額

-20-



評価･換算
差額等

大規模補修
工事積立金

繰越利益
剰 余 金

730,000 14,886 157,261 1,816,595 1,988,743 2,718,743 △ 37 2,718,706

剰 余 金 の 配 当 △ 10,220 △ 10,220 △ 10,220 △ 10,220

剰 余 金 の 配 当 に 伴 う
利 益 準 備 金 の 積 立 1,022 △ 1,022 ―　 ―　 ―　

当 期 純 利 益 102,768 102,768 102,768 102,768

大 規 模 補 修 工 事
積 立 金 の 取 崩

△ 42,569 42,569 ―　 ―　 ―　

―　 ―　 △ 88 △ 88

―　 1,022 △ 42,569 134,096 92,548 92,548 △ 88 92,459

730,000 15,908 114,692 1,950,691 2,081,292 2,811,292 △ 125 2,811,166

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

その他有価証券
評価差額金

株主資本以外の項目
の変動額（純額）

株主資本等変動計算書

令和７年４月　１日から

令和８年３月３１日まで

（単位：千円）

株　　主　　資　　本

純資産合計

資　本　金

利　益　剰　余　金

株主資本
合計

当 期 末 残 高

利益準備金
利益剰余金

合計

当 期 首 残 高

当 期 変 動 額

当 期 変 動 額 合 計

その他利益剰余金
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 個 別 注 記 表 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

１ 資産の評価基準及び評価方法 

⑴ 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券 

市場価格のない株式等以外のもの……決算日の市場価格等に基づく時価法（評価

差額は全部純資産直入法により処理し、売

却価格は総平均法により算定） 

市場価格のない株式等…………………総平均法に基づく原価法 

⑵ 棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品・貯蔵品…………最終仕入原価法に基づく原価法（貸借対照表価額については 

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定） 

２ 固定資産の減価償却の方法 

⑴ 有形固定資産……………定率法 

（リース資産を除く）  ただし、平成 10 年４月１日以降に取得した建物（建物附属

設備を除く）、並びに平成 28 年４月１日以降に取得した建物

附属設備及び構築物については定額法によっております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物 ２～38 年 

構築物 ３～20 年 

機械装置 ８～10 年 

車両運搬具   ４年 

器具備品 ２～20 年 

⑵ 無形固定資産……………定額法 

（リース資産を除く）  なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内におけ

る利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。 

⑶ リース資産………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を 

採用しております。 

３ 引当金の計上基準 

賞与引当金…………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支

給見込額のうち当期の負担額を計上しております。 

退職給付引当金……………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職

給付の要支給額を計上しております。 

４ 重要な収益及び費用の計上基準 

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日）及び「収

益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 30 号 2021 年３月 26

日）を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財
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又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。主要な事

業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点については、収益認識に

関する注記に記載のとおりであります。 

（収益認識に関する注記） 

１ 駐車場経営事業 

 神奈川県藤沢市内の神奈川県立湘南海岸公園内にある西部駐車場、中部駐車場、中部

バス駐車場及び江の島島内にある江の島なぎさ駐車場の経営業務、テニスコート、シャ

ワー・ロッカーの有料施設利用サービス提供業務及び自販機による飲料等の販売業務を

行っており、これらのサービスを提供する義務を負っております。 

 これらの収益は、利用に応じて履行義務が充足されると判断し、サービスを提供した

時点で収益を認識しております。 

２ 指定管理事業 

 神奈川県の指定管理者として、片瀬海岸地下駐車場、湘南海岸公園の管理運営・維持

管理業務及び施設の利用承認に関する業務等の実施をしており、神奈川県との各指定管

理事業に関する基本協定書に基づき、当該指定管理事業を行う義務を負っております。 

 契約期間を履行義務の充足期間として、履行業務を充足するにつれて一定の期間に渡 

り収益を認識しております。 

（貸借対照表に関する注記） 

１ 担保に供している資産及び担保に係る債務 

  （１）担保に供している資産      土地   １，９４４，９８７千円 

    建物  ５，０２４千円 

１，９５０，０１２千円 

  （２）担保に係る債務 

     ５０，０００千円 

長期借入金   ６５０，０００千円 

  ７００，０００千円 

２ 有形固定資産の減価償却累計額 ３０２，２６６千円 

１年以内返済予定 

長期借入金 
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（株主資本等変動計算書に関する注記） 

１ 当事業年度の末日における発行済株式の総数 

普通株式 １４，６００株 

２ 剰余金の配当に関する事項 

⑴ 配当金支払額

決議 
株式の 

種類 

配当金の総額 

（千円） 

１株当たり

配当額（円） 
基準日 効力発生日 

令和 7 年 6 月 20 日 

第35期定時株主総会 
普通株式 10,220 700 令和 7 年 3 月 31 日 令和 7 年 6 月 23 日 

⑵ 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌期になるもの

 令和８年６月30日開催の第３６期定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関

する事項を次のとおり提案いたします。 

・配当金の総額  ７，３００千円 

・１株当たり配当金額  ５００円 

・配当の原資  繰越利益剰余金 

・基準日  令和８年３月31日 

・効力発生日  令和８年７月 １日 

⑶ 配当財産が金銭以外の財産である場合における当該財産の帳簿価額の総額

該当事項はありません。

（税効果会計に関する注記） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産 

未払事業税   ２，３８３千円 

賞与引当金   ２，７６１千円 

退職給付引当金 １０，０６４千円 

減価償却超過額  ３，６４５千円 

資産除去債務   ２，９２９千円 

その他有価証券評価差額金  ５７千円 

その他    ８２４千円 

繰延税金資産小計  ２２，６６４千円 

評価性引当額  △９４千円

繰延税金資産合計  ２２，５７０千円 

繰延税金負債 

資産除去債務に対応する除去費用 １，３１７千円 

 繰延税金負債合計 １，３１７千円 

繰延税金資産の純額  ２１，２５３千円

-24-



（金融商品に関する注記） 

１ 金融商品の状況に関する事項 

 当社は、資金運用については、原則として安全性の高い金融資産で余資運用し、投機的 

な取引は行わない方針であります。また、資金調達については銀行借入により行い、運転

資金及び少額の設備投資に関しては、原則として自己資金で賄う方針であります。 

 有価証券は公債であり、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、定期的に時価を

把握しております。 

 借入金は、設備投資に必要な資金調達を目的としたものであり、金利の変動リスクに晒

されております。 

２ 金融商品の時価等に関する事項 

 令和８年３月３１日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次

のとおりであります。 

（単位：千円） 

貸借対照表計上額 時価 差額 

⑴ 有価証券

その他有価証券

⑵ 長期借入金

１９９，０３０ 

７００，０００ 

１９９，０３０ 

６７１，２１３ 

― 

△２８，７８６

＊「現金及び預金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもので

あることから、記載を省略しております。 

⑴ 有価証券

債券の時価については、取引金融機関から提示された価格によっております。 

⑵ 長期借入金

 固定金利によるものは、一定期間ごとに区分した当該長期借入金の元利金の合計額

を同様の借入において想定される利率で割り引いた現在価値により算定しておりま

す。 

１年内返済長期借入金は、長期借入金に含めて表示しております。 

（関連当事者との取引に関する注記） 

法人主要株主等 

名称 
議決権の数

の所有割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

（千円） 

神奈川県 ４２．４％ 
施設の貸借 

指定管理者 

使用料・賃借料の

支払 
71,465 － － 

納付金の支払 72,723 － － 

指定管理料の受

け取り 
64,767 売掛金 2,189 
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取引条件及び取引条件の決定方針 

１ 使用料・賃借料の支払いについては、西部・中部駐車場は都市公園法（昭和３１年法律

第７９号）第５条第２項等の規定により許可を受けた施設であります。 

２ 納付金の支払いについては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第

３項に規定する指定管理者制度により、当社が片瀬海岸地下駐車場事業の応募時に提案書

へ記載した金額を基に神奈川県が決定した金額であり、基本協定書に基づいて作成された

年度協定書に記載された金額であります。 

３ 指定管理料の受け取りについては、前項と同様の指定管理者制度により、当社が湘南海

岸公園事業の応募時に提案書へ記載した金額を基に神奈川県が決定した金額であり、指定

管理事業に関する基本協定書に基づいて作成された年度協定書に記載された金額でありま

す。 

（１株当たり情報に関する注記） 

１ １株当たり純資産額  １９２，５４５円６６銭 

２ １株当たり当期純利益  ７，０３８円９５銭 

（重要な後発事象に関する注記） 

該当事項はありません。 

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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